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7月の参院選では
政策討論会を企画



昨年の参院選のとき
直前になって対談を企画するも
応じてくれたのは1人だけ...

↓

今回は1月くらいから準備しよっ！
やるなら1番身近な市議選やろう！

↓

2月後半からアポ取り＆
Zoomインタビューをスタート

どうして企画したの？



目的
①気候危機を選挙の争点にしたい
→日本だとまだ中々気候危機を基準に
　選ぶ人が少ないから候補者も
　あまり訴えない。
　争点の１つにしなきゃ！

②若者の投票率を上げたい
→若者の3人に1人しか
　投票に行ってない現実。
　同世代が発信することで
　無関心層にもリーチさせたい！

どうして企画したの？



立候補者　97人💦（定数62名）
↓
メールで連絡が出来る方　75名
↓
対談を受けてくれた人
合計18名！

※そのうち当選された方は8名

アポ取りの流れ



インスタ　　　　　　フェイスブック　　　　　ユーチューブ　　　　　ツイッター　　　　　



対談の流れ

気候危機について（約10分）
　・気候危機をどう感じるか
　・市で出来る対策
　・再エネについて
　・災害対策　　　　　など
↓
市政全般について（約10分）
　・出馬に至った経緯
　・これまでの市政の評価
　・実現させたい公約　など

https://www.google.com/url?q=http://www.youtube.com/watch?v%3DGtBk58ihKCw&sa=D&source=editors&ust=1683538406049782&usg=AOvVaw3D6VzX-MXTH8lUQo6H7Uqe


良かったところ
・選挙前に準備を早めにできたところ
・候補者1人1人の気候危機に対する、考えや政治に懸ける想いを聞けたこと
・各候補者にFFFFのメールが届いたこと（読んでくれてることを願う🙏）

反省点
・タスクが偏った（僕が18人中16人と対談することに💦）
・候補者の主張を紹介するだけに留まり、批判的な指摘が出来ていない
・動画が長すぎて承諾得にくい・見てくれない

→切り抜きをすると中立性は？
　1分未満の動画で本当に気候危機や市政について中身を引き出せるのか？

活動を振り返って



選挙はあくまでも議員選び...

気候危機の対策を積極的にやってくれる人が
当選しなくても私たちの声が大きくなれば
政治は動かせる！今度は議会へアプローチ。

普段からどれだけ関心を広げられるか
が重要だと再認識

まとめ


